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1．会社概要
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会社概要

© OHISHI SANGYO CO., LTD. 3

社 名 大石産業株式会社

設 立 1947年2月（創業：1925年4月）

所 在 地 福岡県北九州市八幡東区桃園2-7-1

資 本 金 466,400,000円

決 算 期 3月

従 業 員 数 599名（連結）（2024年9月末時点）

株 主 数 3,877名（2024年9月末時点）
代表取締役社長 山口 博章

事 業 内 容 包装資材の製造販売（パルプモウルド、段ボール、フィルム、重包装袋）等

連 結 子 会 社

CORE PAX(M) SDN.BHD.（重包装袋の製造販売）
ENCORE LAMI SDN. BHD. （ラミネート製品の製造販売）
柳沢製袋株式会社（重包装袋の製造販売）
株式会社アクシス（各種情報機器販売、映像・デザイン等の各種情報コンテンツの制作業等）
FUSIONS TRADING MALAYSIA SDN.BHD.（マレーシア国における日本農産物等の輸入販売）



事業拠点
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：本社

：営業拠点 国内12拠点、海外2拠点

：生産拠点 国内6拠点、海外2拠点

CORE PAX(M) SDN.BHD.

パルプモウルド
鞍手工場

本社

マレーシア

北海道
苫小牧市

青森県
上北郡

茨城県
北茨城市

埼玉県
深谷市

東京都
中央区大阪府

茨木市

熊本県
山鹿市

長崎県
諫早市

福岡県
北九州市
直方市
鞍手郡

大分県
大分市

ジョホールバル

クアラルンプール



事業内容

「未来を包む大石産業」 包装資材の総合メーカー
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パルプモウルド

61億円

段ボール

33億円

成型

12億円

フィルム

44億円

重包装袋

64億円

その他

3億円

連結売上高

219億円
※2024年3月期実績

49％50％
緩衝機能材事業包装機能材事業



沿革
 1925年 大石商店創業 藁工品・麻袋製品の販売

 1947年 株式会社大石商店設立 スコップ等の製造・販売を開始

 1949年 重包装袋の製造・販売を開始

 1953年 段ボールの製造・販売を開始

 1963年 パルプモウルドの製造・販売を開始

 1967年 フィルムの製造・販売を開始

 1980年 福岡証券取引所に株式上場

 1986年 北九州市に株式会社アクシス設立

 1990年 マレーシアにCORE PAX(M)SDN.BHD.設立…業界初の海外進出となる

 1994年 シンガポールにシンガポール営業所開設

 1999年～包装資材分野に注力

 2013年 マレーシアにENCORE LAMI SDN.BHD.設立

 2019年 柳沢製袋株式会社を子会社化

 2022年 東京証券取引所 市場第二部に株式上場 ※現スタンダード市場

 2024年 マレーシアにFUSIONS TRADING MALAYSIA SDN.BHD.設立

 2025年 創業100周年へ
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長期業績推移
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単位：百万円

❐原材料価格やエネルギー価格高騰等の影響を受けるため、利益の増減はあるものの
1947年の設立以来、赤字はなし
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２．各事業の紹介
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パルプモウルド
・パルプモウルドとは…

古紙を原料とした成形品で、環境に優しく、緩衝性・通気性に優れている

・パルプモウルド、国内シェアNo.1

・国内3拠点（青森、茨城、福岡）の生産体制で、安定供給を行う

・用途：青果物用（りんごやトマト等）、鶏卵用、工業品用
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鶏卵パック

食品容器

工業品用トレー

ドリンクキャリア

トマトトレー+ケース

鶏卵トレー+ケース

人工透析ダイアライザー用

トレー



パルプモウルド
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りんごトレー
梨トレー

メロントレー

デコポントレー

スーパーの青果物売り場で

を

探してみてください！

トマトトレー



段ボール
・地域密着型の生産体制

・パルプモウルド同様に環境に優しい製品

・パルプモウルドとのセット販売が可能

・用途：農業分野向け（そ菜・果樹・鶏卵等）、工業分野向け

・最新型製函機を導入しており、高品質・高精度な段ボールの製造が可能
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工業用ケース

農畜産用ケース

最新型製函機（EVOL）



ゆりかーご

・ゆりかーごとは…

独自の宙吊り構造で保護性に優れた、いちご容器

・果実に衝撃が伝わりにくいため、長距離の輸送用に多く採用されている

・高級感を演出するパッケージで、贈答用にも採用されている
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自社開発・製造の特殊な柔らかい
フィルムで包み、荷痛みを軽減！

製品断面図 高級感あるパッケージ



フィルム
・食品トレー用ポリスチレンフィルム、国内トップクラスのシェア

・国内2拠点の生産体制（茨城、福岡）

・用途：食品用、衛生材料用、電子材料用等

・試作機を導入しており、バイオマス樹脂やリサイクル樹脂を使用した

環境配慮型フィルムや機能性フィルムの開発にも注力している
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衛生材料用

封筒用

食品用



重包装袋
・国内2拠点、海外2拠点の生産体制

国内…福岡、埼玉（柳沢製袋）

海外…マレーシア（CORE PAX、ENCORE LAMI）

・1985年に業界初の海外進出を果たし、東南アジアを中心に販路を拡大

・用途：小麦粉用、化学薬品用、合成樹脂用等
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国内

35億円

56%

海外

28億円

44%

重包装袋売上高比率

（2024年3月期実績）

合成樹脂用
業務用小麦粉用 化学薬品用
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３．中期経営計画の進捗および
２０２５年３月期業績予想
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中期経営計画（2023年3月期～2025年3月期）の概要
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〈中期経営計画 経営方針〉

１．パルプモウルド、段ボール、フィルム、重包装袋の主要の4製品における

事業課題解決のスピードアップを図り、早期に計画を達成する。

２．イノベーション活動を核に、積極的な設備投資を行い、製品事業の成長を推進する。

３．脱プラ、脱炭素の潮流に沿ったSDGsに資する活動や製品開発を進める。

４．社員にとって働きがいのある職場環境を整備し、社員と共に会社の発展を目指す。

中計最終目標 ※24/5/10修正

（2025年3月期）

売上高 234億円 経常利益 14億円 経常利益率 6.0％



中期経営計画の進捗
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❐売上高は拡販および価格改定の効果等で増加しているものの、経常利益の伸びは停滞
❐事業運営コストの上昇分は、下期に反映させ収益改善を図る
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2025年3月期 業績予想（連結）
❐進捗および見通し

・上期は、前年比増収・減益

・下期は、前年比増収・増益の見込

価格改定の浸透、進行中の拡販活動の効果により、収益回復の見込
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（単位：百万円）

2024年３月期
実績

2025年3月期
予想

（中計最終目標）
増減額 増減率（%）

売上高 21,964 23,450 ＋1,485 6.8

営業利益 1,086 1,170 ＋83 7.7

経常利益 1,347 1,400 ＋52 3.9

親会社株主に帰属する

当期純利益 1,065 1,025 ▲40 ▲3.8



トピックス①
❐マレーシア・クアラルンプールに子会社を設立

「FUSIONS TRADING MALAYSIA SDN.BHD.」（以下略：FTM）

❐大石産業が製造・販売する包装資材を用いた、高品質な国産農産物（いちごや桃、

ぶどう等）や他日本産品を輸入し、東南アジアにて販売を行う
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トピックス②
❐パルプモウルド新製品「パラミル（パルプモウルドラミネーション）」が

公益社団法人日本包装技術協会主催の2024日本パッケージングコンテストにおいて

「ジャパンスター賞（消費者団体推薦賞）」を受賞、10年連続の入賞となった
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パルプモウルドは、古紙を原料とした環境に優しいエコな包装資材として
注目を集めているものの…
「水や油に弱い」「紙粉が発生する」といった弱点があった

Point

01
耐水、耐油、紙粉抑制、強度UP、美粧性UPが可能

Point

02
トップシール加工が可能で、中身が見えるパッケージ

Point

03
プラスチック容器からの切り替えにより、減プラ効果

Point

04
ラミネート部分を剥がすことにより古紙として回収が可能



トピックス③

バリュー（私たちが持つべき価値観、価値基準）

- 誠実な行動と透明なコミュニケーションで信頼を築きます
- 困難に立ち向かい、未来を切り拓きます
– 多様なパートナーと協力し、成果を分かち合います
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パーパス （私たちの存在意義）

私たちは、お客さまの製品にとどまらず、社会の未来を「包む」ことで、人々や地球環境を包摂し、
社会に有用な存在であり続けます。社会の多様性や多くの意見を尊重し、社員一人ひとりの幸せと持
続可能な発展を目指します。

ビジョン （私たちの目指す姿、理想像、あるべき姿）

私たちは、循環型社会に包装の最適解（スマートパッケージ※）を提供し、社会のニーズに応える
製品を開発、製造し、持続可能な社会の実現に貢献します。

※スマートパッケージ…効率的かつ環境に優しいパッケージ

未来を包む –Inclusion for Future-

循環型社会に最適解を提供する

誠実
挑戦
協創

❐新グループビジョン策定
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４. 株主還元
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❐2025年3月期期末配当予想を修正

創業100周年記念配当15円を実施

普通配当16円と合わせ、期末配当は31円となる

❐配当方針の見直し

【変更前】

生産性の向上等による利益体質の強化を

図りながら、将来の事業展開に備えた内部

留保を確保しつつ、DOE1.5％以上を

目安に、安定的に配当を実施する方針と

している

【変更後】

生産性の向上等による利益体質の強化を

図りながら、将来の事業展開に備えた内部

留保を確保しつつ、DOE2.0％以上を

目安に、安定的に配当を実施する方針と

している

※適用時期：2026年3月期中間・期末配当より

配当方針の見直しについて
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創業100周年記念配当

※（ ）内は株式分割を考慮しない場合の金額



株主優待制度の変更（拡充）

❐株主優待制度の変更、および長期保有優遇制度の導入
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保有株式数 優待内容

100株以上1,000株未満 QUOカード 1,000円分

1,000株以上 QUOカード 3,000円分

変更前（株式分割前）

保有株式数 優待内容

100株以上500株未満 QUOカード 1,000円分

500株以上1,000株未満 QUOカード 2,000円分

1,000株以上 QUOカード 3,000円分

変更後（株式分割後 1株→2株）

長期保有期間での加算額

5年以上10年未満
継続保有

10年以上
継続保有

QUOカード
1,000円分

QUOカード
2,000円分
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５.資本コストや株価を意識した経営の
実現に向けた対応
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現状分析
❐ROEが継続して８％を下回っている
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2020年３月末 2021年３月末 2022年３月末 2023年３月末 2024年３月末

ROE（目標値 ８％以上）

ROE

売上高

純利益率

総資産

回転率

財務レバ

レッジ

4.3
5.1 5.3

4.1
4.8

20年3月末 21年3月末 22年3月末 23年3月末 24年3月末

売上高純利益率（％）

0.89

0.84 0.85

0.88

0.85

20年3月末 21年3月末 22年3月末 23年3月末 24年3月末

総資産回転率（回）

1.58 1.56 1.54 1.55
1.51

20年3月末 21年3月末 22年3月末 23年3月末 24年3月末

財務レバレッジ（倍）

売上高純利益率、
財務レバレッジは安定的に推移
総資産回転率が低い

ROEを上げるには
・総資産回転率を上げること
・より高い利益率を目指すこと
が必要である

❒ROEを
「売上高純利益率」「総資産回転率」
「財務レバレッジ」の3要素に分解



現状分析
❐PBRは目安である１倍を未達（2024年3月期：0.5倍）

❐ROEは目標値である8％以下（2024年3月期：6.2％）だが、株主資本コストを

上回っている

❐投資家に対し当社の事業戦略、成長性についての説明が不足しており、理解・評価・

期待値が低いことが考えられる
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施策
❐各種施策の実行により、株価・企業価値の向上を目指す
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・不要資産売却
・政策保有株式縮減
・株主還元の充実
（増配、自己株取得）

・ガバナンス向上
・流動性向上策（分割、優待等）
・IR強化
・開示の充実

当期純利益

売上高

純利益 売上高

自己資本 総資産

株価 総資産

1株純資産 自己資本

株価

一株利益（EPS）

期待成長率向上

資本コスト低減

PBR

総資産回転率

売上高純利益率

財務レバレッジ

PER

ROE

・成長投資
・人材投資
・中計コミット

- 今後の取組 -
（1）次期（第8次）中期経営計画の

立案と達成
（2）主力事業への積極的な成長投資の

実施
（3）積極的な人的資本投資の実施

- 今後の取組 -
（1）株主還元の充実
（配当方針の見直し、安定配当の継続）
（2）政策保有株式縮減

- 今後の取組 -
（1）個人投資家向けIR、機関投資家

向けの決算説明会を継続実施
（２）積極的な広報、PR活動の実施

事業戦略 財務戦略 IR戦略

目標：1.0倍

目標：8％



株価推移

© OHISHI SANGYO CO., LTD. 29

2022/2/25

899円

・東京証券取引所 市場第二部に

株式上場
2024/12/19

1,091 円

・資本コストや株価を意識した経営の実現に

向けた対応

・配当方針の変更および期末配当予想の修正

（100周年記念配当）に関するお知らせ

2024/12/30

1,149 円

700

800

900

1,000

1,100

1,200

株価推移（終値）
株価

単位：円

※2024年10月1日付で普通株式1株につき2株の割合で、株式分割を行っております。2022年2月に当該株式分割が行われたと仮
定し、株価を算出しています。



© OHISHI SANGYO CO., LTD.

６．おわりに
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本日のまとめ
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Point

01

大石産業は、包装資材に関する4つの事業を展開する

日本唯一の製造・販売メーカー

Point

02
1947年の設立以来、赤字はなし

Point

03
1980年の上場以来、減配・無配なし

Point

04

株主の皆様へのさらなる利益還元を実現すべく、来期より

配当方針の目安を引き上げる



大石産業株式会社

OHISHI SANGYO CO., LTD.
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本資料の将来に関わる一切の記述内容は、現時点で入手可能な情報に基づく当社の
判断によるものですが、現状または将来のリスクや不確実な要素が含まれています。

また、実際の業績は経済情勢の変化、法的規制の変化、自然災害等により変動する
可能性があります。

お問い合わせ先：経営企画室 IR担当
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サステナビリティへの取り組み
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❐CO₂排出量の削減
・目標：2030年までに-46％（2013年度比較）

実績：2023年度 -5％（2013年度比較）※¹
・目標に向け、太陽光発電システムの導入のほか、受電設備や空調設備

等の工場設備の省エネ化、グループ内工場のLED化、省資源・省電力
を目指したペーパーレス化、LPGからCO₂排出量の少ないLNGへの
使用燃料の転換等を行っている

※¹2013年度は連結子会社のデータ収集が困難であるため、大石産業のみでの実績

2023年度より子会社を含んだデータとしている

※²「地球温暖化対策の推進に関する法律」（平成10年法律第117号）で定められた算定方法および排出係数により算定
海外の電気に伴うCO₂排出量は、電気事業者が公表している排出係数により算定

❐太陽光発電システム、再生可能エネルギーの導入
フィルム事業部鞍手工場・茨城工場、パルプモウルド事業部
茨城工場に導入済み。今後はパルプモウルド事業部八戸工場・
鞍手工場、CORE PAX(M)SDN.BHD.への導入を検討中

フィルム
茨城工場

パルプモウルド
茨城工場

パルプモウルド
八戸工場

2020年2月

2024年8月

導入予定

導入予定

パルプモウルド
鞍手第一工場

フィルム
鞍手工場

Environment 環境問題への取り組み

0

10,000

20,000

30,000

40,000

2013年度

（実績※）

2023年度

（実績）

2030年度

（目標）

CO₂排出量（Scope1+2）※²

CORE PAX
（マレーシア）

導入予定

パルプモウルド茨城工場 太陽光発電パネル



サステナビリティへの取り組み

© OHISHI SANGYO CO., LTD. 35

❐環境に優しい製品の開発

❐資源の有効活用
・リサイクルによる資源の有効活用、ゴミの削減を目指し、

地域や近隣の企業様と連携してオフィス古紙・機密古紙の回収を
実施

・お客様のご協力のもと、鶏卵パックの回収も行っており、
回収された古紙・パックはパルプモウルドの原料として再利用
され、限りある資源の有効活用に努めている

Environment 環境問題への取り組み

パルプモウルド ・脱プラスチック社会に向けたパルプモウルド製品需要の創造

段ボール ・製品規格変更による包装の減量化

フィルム
・リサイクル樹脂やバイオマス樹脂等の再生可能な原料を用いた製品の開発
・モノマテリアル化によりリサイクルが容易な機能性多層フィルム製品の開発

重包装袋 ・プラテープの廃止等、脱プラスチック・ゴミレスに繋がる紙袋製品の拡販



サステナビリティへの取り組み
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❐地域社会への貢献
・移動式リサイクル工場「アルエコ」を用いて、古紙再利用の啓蒙活動、

リサイクル勉強会を実施

❐人的資本への取り組み
・階層別、職務別の教育研修の実施
・女性活躍推進 全社的な女性比率の向上
・「自己啓発活動支援」制度の設置

各種講座や語学教室の受講など、業務に関する自己啓発活動に対し、費用面でサポート
・従業員エンゲージメントの向上
・多様な人材を活用するために人事制度改革を実施

❐ステークホルダーエンゲージメントの向上
・年2回以上の決算説明を実施、および各種個人投資家向けの説明会を実施

❐今期よりサステナビリティ委員会を設置
・基本方針の検討、マテリアリティの検討やサステナビリティ戦略について審議し、サステナビリティに関連の問題

が事業に与える影響を評価し、対応策の検討や目標設定を行う

❐指名・報酬諮問委員会を設置
・取締役の指名・報酬等に関する手続きの公正性・透明性・客観性を強化し、コーポレート・ガバナンスの充実を

図ることを目的とする

Society 社会とのつながり

Governance ガバナンスの高度化



製品開発
・公益社団法人日本包装技術協会主催の日本パッケージングコンテスト※に10年連続で入賞

底糊無しワンタッチケース

輸送包装部門賞

パルピー10H

2P用手提げ燻製BOX

輸送包装部門賞

折りたたみ携帯用バックイン

ボックス「たたむくん」

日用品・雑貨包装部門賞

まるいのまもるくん

（円筒形割れ物製品の緩衝材）

日用品・雑貨包装部門賞

一気開封袋(PV+)

輸送包装部門賞

パラミル

（パルプモウルドラミネーション）

ジャパンスター賞

（消費者団体推薦賞）

北海道向けメロントレー(大玉向け)

輸送包装部門賞

2015 2018 2020 2022 20242016 2017 2019 2021 2023

パルピーiJ

パッケージデザイン賞

トマトLsトレー

輸送包装部門賞

ゆりかーごCタイプ

ジャパンスター賞

（日本貿易振興機構理事長賞）
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鋳鉄管キャップ

包装技術賞（包装アイデア賞）

木枠梱包モーターの段ボール

包装化

工業包装部門賞

※「ジャパンスター賞」「包装技術賞」「包装部門賞」の
3つの賞で構成されており、「ジャパンスター賞」は
本コンテストの最高賞である


